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今
期
よ
り
連
合
新

潟
副
事
務
局
長
を
仰

せ
つ
か
り
ま
し
た
桑

原
と
申
し
ま
す
。
一

六
年
間
、
単
組
専
従

を
や
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
狭
い
世
界
で
の
活
動
の
み
で
し
た
。
今
後
は
視

野
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
特
に
非
正
規
労
働
者
の
労
働

条
件
向
上
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
新
た
に

副
事
務
局
長
の
任
を

拝
命
し
ま
し
た
、
根

本
佳
明
と
申
し
ま
す
。

は
じ
め
て
労
働
組
合

専
従
と
い
う
立
場
と

な
り
、
不
慣
れ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
潟
県
の
す
べ
て

の
働
く
人
た
ち
の
生
活
が
よ
り
良
く
な
る
よ
う
精
一
杯

取
り
組
み
ま
す
。
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

新任の牧野茂夫会長（JP労組）

退任のあいさつをする齋藤前会長（情報労連）
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11月の主な活動

	１日	連合新潟
	 	　　第27回定期大会

	11日	第29回連合新潟
	 	　　女性委員会総会

	11日	第29回連合新潟
	 	　　青年委員会総会

	11日	医療部門連絡会

14日	第１回四役会議

	29日	第１回執行委員会

　

一
一
月
一
日
、
新
潟
東
映
ホ

テ
ル
に
て
、
連
合
新
潟
第
二
七

回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
、
二

〇
一
八
～
二
〇
一
九
年
度
の
活

動
方
針
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
代
議
員
、
特
別

代
議
員
な
ど
お
よ
そ
二
三
〇
人

が
出
席
。
大
会
議
長
に
は
、
熊

谷
知
也
さ
ん
（
電
機
連
合
）、

高
橋
奈
緒
美
さ
ん（
情
報
労
連
）、

中
島
正
さ
ん
（
電
力
総
連
）
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
連
合
新
潟
を
代

表
し
齋
藤
会
長
か
ら
働
く
者
の

環
境
改
善
と
し
て
、
最
低
賃
金

引
き
上
げ
の
取
り
組
み
、
第
四

八
回
衆
議
院
議
員
選
挙
の
取
り

組
み
に
関
す
る
お
礼
、
労
福
協

運
動
へ
の
参
画
、男
女
平
等（
女

性
役
員
比
率
の
向
上
）、
そ
し

て
最
優
先
事
項
と
し
て
、
組
織

拡
大
へ
の
取
り
組
み
が
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
会
来
賓
は
、
連
合
本
部
、

新
潟
県
、
新
潟
労
働
局
、
新
潟

県
労
働
金
庫
、
新
潟
県
総
合
生

協
、
民
進
党
新
潟
県
連
、
社
民

党
新
潟
県
連
の
代
表
者
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、「
二
〇
一

八
～
二
〇
一
九
年
度
活
動
計

画
」、「
二
〇
一
八
年
度
財
政
」、

「
二
〇
一
八
～
二
〇
一
九
年
度

役
員
選
出
」、「
退
任
役
員
表
彰
」、

「
顧
問
の
委
嘱
」
の
五
議
案
が

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
・
要
望
は
経
過
報
告
を

含
み
、
四
件
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
第
四
八
回
衆
議

院
選
挙
に
絡
み
、
今
後
の
共
闘

の
在
り
方
や
、
地
協
の
区
割
り

と
小
選
挙
区
割
り
の
違
い
、
春

闘
で
の
労
組
間
の
支
援
の
在
り

方
、
地
協
内
の
支
部
対
応
の
在

り
方
な
ど
、
多
岐
に
渡
る
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

役
員
選
出
で
は
、
新
任
の
専

従
役
員
と
し
て
、
会
長
、
事
務

局
長
の
ほ
か
、
副
事
務
局
長
に

桑
原
典
子
さ
ん
（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ

ン
）、
根
本
佳
明
さ
ん
（
電
力

総
連
）、
佐
渡
地
協
事
務
局
長

に
本
間
真
佐
栄
さ
ん
（
交
通
労

連
）
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

退
任
役
員
表
彰
で
は
、
長
年

の
功
績
を
称
え
て
、
齋
藤
敏
明

前
会
長
、
渡
辺
章
衛
前
副
会
長
、

中
川
健
二
前
執
行
委
員
、
諸
橋

幸
太
郎
前
副
事
務
局
長
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
、
最
後
に
、
牧
野

新
会
長
の「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」

で
閉
会
し
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
に
は
、
同
ホ
テ

ル
に
て
大
会
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が

開
催
さ
れ
、
牧
野
会
長
の
あ
い

さ
つ
に
始
ま
り
、
初
代
連
合
新

潟
会
長
の
滝
沢
剛
顧
問
か
ら
乾

杯
の
ご
発
声
の
の
ち
盛
大
に
開

か
れ
ま
し
た
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

に
は
溝
口
新
潟
県
副
知
事
、
楪

葉
新
潟
労
働
局
長
、
篠
田
新
潟

市
長
を
は
じ
め
、
特
別
国
会
初

日
を
終
え
ら
れ
東
京
か
ら
駆
け

　

一
〇
月
二
六
日
、
連
合
新
潟

は
、
新
潟
県
に
対
し
て
「
二
〇

一
八
年
度
新
潟
県
予
算
に
関
す

る
施
策
要
望
書
」
を
提
出
し
ま

し
た
。
米
山
知
事
の
新
体
制
に

変
わ
っ
て
か
ら
二
回
目
と
な
る

要
請
で
、
今
年
度
の
要
請
内
容

は
一
〇
分
野
・
二
一
項
目
と
な

り
ま
し
た
。
は
じ
め
に
齋
藤
会

長
か
ら
米
山
知
事
に
要
請
書
を

手
交
し
、
要
請
書
の
内
容
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
齋
藤
会
長
か
ら
、
①
九

月
に
採
択
さ
れ
た
「
新
潟
県
働

き
方
改
革
共
同
宣
言
」
に
も
あ

る
労
働
時
間
の
長
さ
や
有
給
休

2018年度
新潟県予算編成に
向けた　　
要請行動　

暇
取
得
率
の
改
善
へ
向
け
、「
働

き
方
改
革
」
へ
の
意
識
啓
発
や

働
き
か
け
、
②
社
会
保
障
・
医

療
政
策
に
お
け
る
、
医
療
・
介

護
・
保
育
施
設
に
従
事
す
る
労

働
者
へ
の
処
遇
の
改
善
と
人
材

確
保
、
③
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
確
保
や
労
働
関
係
法
規
の
遵

守
と
全
面
適
用
化
等
を
基
準
と

し
た
公
契
約
基
本
条
例
の
制
定

の
三
つ
を
訴
え
ま
し
た
。

　

続
い
て
八
木
副
会
長
か
ら
は
、

県
内
の
学
校
に
お
け
る
生
徒
た

ち
へ
の
教
育
の
充
実
の
た
め

「
少
人
数
学
級
」
の
推

進
に
つ
い
て
訴
え
ま
し

た
。

　

要
請
を
受
け
た
米
山

知
事
か
ら
は
、
①
県
内

実
労
働
時
間
が
全
国
平

均
時
間
よ
り
も
長
い
こ

と
や
有
給
休
暇
取
得
率

も
全
国
平
均
よ
り
低
い

こ
と
、
地
域
間
の
格
差

に
関
し
て
、
県
と
し
て

も
粘
り
強
く
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。
②
働
い

て
い
る
人
に
し
わ
寄
せ

が
き
て
い
る
。
県
と
し
て
も
人

材
確
保
に
努
力
し
て
い
る
。
③

公
契
約
基
本
条
例
に
関
し
て
は
、

指
針
を
少
し
ず
つ
働
く
側
も
交

え
て
進
め
さ
せ
て
欲
し
い
。
と

返
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
齋
藤
会
長
か
ら

「
誰
も
が
安
心
し
て
働
け
、
新

潟
県
に
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た

と
思
え
る
県
政
を
実
現
し
て
ほ

し
い
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
は
、
今
後
も
公
式

非
公
式
問
わ
ず
米
山
県
政
と
対

話
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

2018〜2019年度連合新潟役員一覧
役職名 氏　　名 選出母体

会 長 牧 野 　 茂 夫 Ｊ Ｐ 労 組
副 会 長 齋 藤 　 悦 男 自 治 労

〃 山 阪 　 光 男 ＵＡゼンセン
〃 八 木 　 克 洋 日 教 組
〃 片 原 　 匡 郁 Ｊ Ａ Ｍ
〃 梅 野 　 孝 一 電 機 連 合
〃 米 山 　 哲 也 電 力 総 連
〃 関 川 　 　 武 Ｊ Ｐ 労 組
〃 小 熊 　 　 勇 交 通 労 連
〃 池 田 　 浩 昭 情 報 労 連
〃 本 保 真 由 美 日 教 組
〃 小 室 千 代 子 交 通 労 連

事 務 局 長 小 林 　 俊 夫 電 機 連 合
副事務局長 筒 井 　 泰 樹 ＵＡゼンセン

〃 根 本 　 佳 明 電 力 総 連
〃 桑 原 　 典 子 ＵＡゼンセン

執 行 委 員 久 志 田 　 実 Ｊ Ａ Ｍ
〃 川 﨑 　 　 晃 自 治 労
〃 本 間 真 佐 栄 交 通 労 連
〃 渡 辺 　 　 治 連 合 新 潟
〃 小 林 　 　 守 情 報 労 連
〃 西 巻 　 淳 一 Ｊ Ａ Ｍ
〃 早 川 　 英 雄 交 通 労 連
〃 皆 川 　 正 裕 自 治 労
〃 斎 藤 　 政 敏 ＵＡゼンセン
〃 佐 藤 　 良 太 日 教 組
〃 田 辺 　 綱 男 自 動 車 総 連
〃 丸 山 　 敏 明 運 輸 労 連
〃 山 際 　 輝 久 基 幹 労 連
〃 中 田 　 幸 一 Ｊ Ｒ 総 連
〃 関 口 　 　 均 Ｊ Ｅ Ｃ 連 合
〃 藤 澤 　 和 浩 私 鉄 総 連
〃 細 川 さ つ き Ｊ Ａ Ｍ
〃 大 野 真 由 美 Ｊ Ｐ 労 組
〃 藤 崎 　 夏 実 Ｊ Ｒ 総 連
〃 高 橋 奈 緒 美 情 報 労 連
〃 小 嶋 　 美 保 全 労 金
〃 倉 田 千 代 子 自 治 労
〃 山 田 　 隆 之 Ｊ Ａ Ｍ

会 計 監 査 加 藤 　 勝 巳 紙 パ 連 合
〃 金 子 　 　 敬 ヘルスケア労協
〃 小 島 　 正 吏 全 水 道

つ
け
て
頂
い
た
国
会
議
員
、
第

四
八
回
衆
議
院
選
挙
を
戦
っ
た

皆
様
、
並
び
に
連
合
新
潟
推
薦

の
県
議
会
議
員
、
新
潟
市
議
会

議
員
を
迎
え
総
勢
二
三
〇
人
よ

り
出
席
頂
き
ま
し
た
。

新任あいさつ

副事務局長
桑 原 典 子

（UAゼンセン）

副事務局長
根 本 佳 明
（電力総連）

次の飛躍へ 確かな一歩を!
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今
、
メ
ー
カ
ー
で

は
人
工
知
能
技
術
で

走
る
電
気
自
動
車
の

開
発
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　

し
か
し
、
消
費
者

の
声
と
し
て
自
動
運

転
に
関
心
が
な
い
人

は
51
・
５
％
で
、
関

心
が
あ
る
人
を
上
回
っ
た
こ
と
が

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
わ
か
っ
た
。

　

将
来
こ
う
し
た
運
転
支
援
シ
ス

テ
ム
が
当
た
り
前
に
な
っ
た
と
き
、

安
全
運
転
に
対
す
る
意
識
は
ど
の

よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
か
。
興

味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

�

（Light

）

10月度のホーム・ページ アンケート結果発表
質問：�10月のアンケートは「高度プロフェッショ

ナル制度についてどう考えますか？」でした。
　やはり反対が圧倒的多数になりました。
　衆議院の解散・選挙によって関連する働き方改革
関連法案の審議もうやむやになっていますが、連合
は引き続き働く者・生活者の立場に立った政策実現
をめざし取り組んでいきます。
　11月のＨＰアンケートは、毎年このくらいの時期恒
例のイベント（？）に関してです。投票をお待ちして
います！

投開票日�10月22日（定数26人）
○内は当選順位

当選		梅澤道男 2,301（.138）票 ③
ご協力ありがとうございました。

南魚沼市議会議員選挙結果

　

一
一
月
三
日
、
新
潟
市
・
ア

グ
リ
パ
ー
ク
に
て
新
潟
県
・
食

と
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
二
〇

一
七
体
験
型
学
習
会
」
を
開
き
、

三
二
人
の
参
加
者
は
野
菜
の
収

穫
体
験
や
ピ
ザ
作
り
な
ど
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
秋
晴
れ
の
晴
天
に
も

恵
ま
れ
、
野
菜
の
収
穫
で
は
、

大
根
、
白
菜
、
カ
ブ
の
収
穫
を

体
験
し
、
収
穫
の
最
後
に
は
サ

ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
を
泥
だ
ら
け

に
な
り
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。

担
当
の
ゴ
リ
さ
ん
（
ア
グ
リ
パ

ー
ク
）
か
ら
は
、「
カ
ブ
は
見

た
目
ど
お
り
（
の
大
き
さ
）、

サ
ツ
マ
イ
モ
は
・
・
・
掘
っ
て

み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
」
な
ど

ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
な
が
ら
の

2018年度青年委員会・女性委員会新役員
役　職 氏　　名 構成組織 氏　名 構成組織

委 員 長 山田　隆之 ＪＡＭ新潟 倉田千代子 自 治 労
副委員長 吉田　　健 交通労連 本保真由美 日 教 組

関川　貴大 自 治 労
事務局長 山上　　翼 ＪＰ労組 細川さつき ＪＡＭ新潟
事務局次長 小野　澄江 日 教 組 高橋奈緒美 情報労連
委 員 村山　隼人 電機連合 古屋かおり 日 教 組

金子　勇樹 基幹労連 高岡　早紀 電機連合
内藤　　裕 紙パ連合 吉田　まゆ 電力総連
橋本　祐希 全 労 金 中野　綾子 ＪＰ労組
藤田　祥貴 電力総連 尾玉　朋実 全 労 金
星　雄太郎 情報労連
後藤　建也 日 教 組

女
性
委
員
会
・
青
年
委
員
会

総
会
を
開
催

医
療
部
門
で
産
別
を
超
え
た

交
流
研
修
会
を
開
催

　

一
一
月
一
一
日
、
新
潟
市
・

万
代
シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル
で
青
年

委
員
会
と
女
性
委
員
会
の
両
総

会
が
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
ま
し
た
。

　

青
年
委
員
会
総
会
の
議
題
で

は
、
活
動
報
告
・
財
政
報
告
の

承
認
と
、
二
〇
一
七
年
度
の
活

動
方
針
・
予
算
な
ど
を
確
認
し

ま
し
た
。
こ
の
総
会
で
委
員
に

四
人
が
新
た
に
就
任
し
ま
し
た
。

結
び
に
は
、
山
田
委
員
長
の
ガ

ン
バ
ロ
ー
三
唱
に
よ
り
、
み
ん

な
で
今
後
の
取
り
組
み
を
確
認

し
ま
し
た
。

収
穫
体
験
で
し
た
。

　

ま
た
、
米
粉
を
使
っ
た
ピ
ザ

作
り
体
験
で
は
、
参
加
者
そ
れ

ぞ
れ
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
ト
ッ

ピ
ン
グ
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち

は
ピ
ザ
窯
焼
き
で
焼
い
た
ピ
ザ

を
口
一
杯
に
頬
張
り
な
が
ら
、

体
験
型
学
習
会
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
、
ヤ
ギ

や
ヒ
ツ
ジ
へ
の
餌
や
り
体
験
、

牛
へ
の
餌
や
り
を
見
学
し
ま
し

た
。
食
ネ
ッ
ト
で
は
、
今
後
も

食
と
環
境
の
大
切
さ
を
発
信
す

る
た
め
、
活
動
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

一
○
月
三
一
日
、
新
潟
県
庁

に
て
、
新
潟
県
、
新
潟
労
働
局

の
担
当
者
と
女
性
委
員
会
（
三

人
参
加
）
に
よ
る
女
性
労
働
問

題
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
の
は
じ
め
に
倉
田
委
員

長
よ
り
、
女
性
労
働
問
題
懇
談

会
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
女

性
労
働
者
が
抱
え
る
働
く
う
え

で
の
問
題
・
課
題
の
全
般
を
説

明
し
、
そ
の
中
で
も
、
今
回
の

懇
談
会
テ
ー
マ
を
、

㈠�

女
性
就
業
継
続
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
支
援
に
つ
い
て

①�

保
育
に
つ
い
て

②�

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
に
つ
い
て

㈡�

女
性
の
活
躍
推
進
に
つ
い
て

①�

企
業
に
お
け
る
女
性
の
置
か

れ
て
い
る
現
状
と
女
性
登
用

率
の
進
捗
に
つ
い
て

②�

第
三
次
新
潟
県
男
女
共
同
参

画
計
画
の
概
要
に
つ
い
て

と
し
て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

新
潟
県
の
担
当
部
局
、
新
潟

労
働
局
か
ら
各
テ
ー
マ
に
対
す

る
現
状
と
対
応
内
容
の
説
明
が

あ
り
、
活
発
な
論
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
制
度
説
明
に
費
や

さ
れ
る
時
間
も
多
く
、
時
間
切

れ
の
た
め
、
制
度
を
有
効
活
用

す
る
た
め
に
必
要
な
意
見
交
換

ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
女
性
委
員
会
で
は

働
く
女
性
の
労
働
環
境
改
善
の

た
め
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
訴
え

て
い
き
ま
す
。

新
潟
県
、
新
潟
労
働
局
と

女
性
の
働
き
方
に
対
す
る
問
題
を
意
見
交
換

　

ま
た
、
女
性
委
員
会
総
会
で

は
、
昨
年
度
の
取
り
組
み
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
新
年
度
の

方
針
と
し
て
、
政
策
・
制
度
の

充
実
、
青
年
委
員
会
と
の
連
携

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
に

五
人
が
委
員
に
就
任
し
、
倉
田

委
員
長
の
力
強
い
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
総
会
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
連
合
総

合
男
女
・
雇
用
平
等
局
長
・
井

上
久
美
枝
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

「
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
女
性
の
参

画
を
す
す
め
よ
う
！
」
の
演
題

で
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

一
一
月
一
一
日
、
長
岡
市
・

ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
長
岡
で

「
連
合
新
潟
医
療
部
門
連
絡
会

交
流
研
修
会
」
を
開
き
、医
療
・

介
護
業
界
に
従
事
す
る
三
五
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
の
講
座
Ⅰ
で
は
、「
診

療
報
酬
改
定
に
向
け
た
最
近
の

情
勢
な
ど
に
つ
い
て
」
と
題
し
、

長
江
彰
氏（
連
合
総
合
政
策
局
）

か
ら
、
社
会
保
障
の
給
付
と
負

担
の
現
状
、
中
医
協
で
の
議
論

食ネット

2017

体験型学習会開催

の
様
子
、
二
〇
一
八
年
度
診
療

報
酬
改
定
に
向
け
た
主
な
検
討

項
目
な
ど
の
講
演
を
受
け
ま
し

た
。

　

講
座
Ⅱ
で
は
、「
平
成
三
〇

年
度
介
護
報
酬
改
定
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
村
上
久
美
子

氏
（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
・
日
本
介

護
ク
ラ
フ
ト
ユ
ニ
オ
ン
）
か
ら
、

介
護
を
取
り
巻
く
状
況
、
平
成

三
〇
年
度
介
護
報
酬
改
定
の
方

向
性
、
介
護
報
酬
改
定
に
向
け

た
論
点
な
ど
に
つ
い
て
講
演
を

受
け
ま
し
た
。

　

来
春
の
医
療
・
介
護
報
酬
同

時
改
定
が
迫
る
中
で
の
講
演
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、

参
加
者
か
ら
は
、「
看

護
配
置
基
準
の
見
直

し
は
話
し
合
わ
れ
て

い
る
の
か
」「
通
所

介
護
の
改
定
は
話
し

合
わ
れ
て
い
る
の

か
」
な
ど
、
活
発
に

質
問
が
と
び
ま
し
た
。

知
っ
て
ま
し
た
か
？

　
一い

一い

月ひ

一い

一い

日ひ

は
、

厚
生
労
働
省
が
平
成

二
〇
年
か
ら
、
介
護

に
つ
い
て
理
解
と
認

識
を
深
め
て
も
ら
い

た
い
と「
介
護
の
日
」

と
定
め
て
い
ま
す
。


